
5
2007（平成（平成19）年�2007（平成19）年�

4月9日�
大山崎小学校�
入学式にて�
６ページ「まちの話題」コーナー�
でも取り上げています。�（　　　　　　　　　　　　　）�

…�
……………�
………�

……………�

役場の組織機構改革を行いました ２�
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¡

部
制
度
を
廃
止
し
ま
し
た
。

¡

「
理
事
」
職
を
設
置
し
ま
し
た
。

¡

会
計
管
理
者
を
設
置
し
ま
し
た
。

¡

町
民
生
活
室
内
に
「
高
齢
者
医
療
・
国
保
グ
ル

ー
プ
」
を
創
設
し
ま
し
た
。（
※
所
掌
業
務
は
、

高
齢
者
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
老
人

保
健
医
療
制
度
、
老
人
医
療
給
付
制
度
）
及
び

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と
）
ま
た
、
同
じ

く
町
民
生
活
室
に
あ
り
ま
し
た
「
窓
口
グ
ル
ー

プ
」
を
「
窓
口
・
年
金
グ
ル
ー
プ
」
に
再
編
し

ま
し
た
。（
年
金
業
務
を
所
掌
業
務
に
追
加
し

ま
し
た
）

¡

広
域
道
路
対
策
室
を
廃
止
し
、
業
務
を
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
（
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
）
に
移
管

し
ま
し
た
。

¡

所
掌
業
務
の
一
部
を
見
直
し
、「
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
構
想
に
関
す
る
こ
と
」
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
室
か
ら
政
策
推
進
室
へ
、「
地
下
水
に

関
す
る
こ
と
」
は
、
政
策
推
進
室
か
ら
経
済
環

境
室
へ
、「
国
土
利
用
計
画
法
に
関
す
る
こ
と
」

は
、
政
策
推
進
室
か
ら
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
へ

業
務
を
移
管
し
ま
し
た
。

「
理
事
」
職
を
設
置

¡

今
回
の
組
織
機
構
改
革
で
、
従
来
の
部
制
度
を

今
回
の
組
織
機
構
改
革
の
主

な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す

廃
止
し
、
室
を
組
織
上
の
最
上
単
位
と
し
た
こ

と
か
ら
、「
理
事
」職
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

¡

理
事
と
し
て
、
総
務
担
当
理
事
及
び
建
設
水
道

担
当
理
事
の
２
名
を
配
置
し
ま
し
た
。

¡

理
事
は
、
町
長
特
命
に
よ
る
町
政
重
要
事
項
を

担
任
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
に
お
け
る
組
織
を
見
直
し

¡

学
校
教
育
室
総
務
グ
ル
ー
プ
と
学
校
教
育
グ
ル

ー
プ
を
統
合
し
、「
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
」
に

再
編
し
ま
し
た
。

上
下
水
道
室
に
お
け
る
組
織
の
見
直
し

¡

上
下
水
道
室
府
営
水
道
グ
ル
ー
プ
と
業
務
グ
ル

ー
プ
を
統
合
し
、「
業
務
・
府
営
水
道
グ
ル
ー

プ
」
に
再
編
し
ま
し
た
。

今
回
の
組
織
機
構
改
革
は
今
後
の
ス
リ
ム
な
行

政
実
現
に
向
け
た
第
一
段
階
と
位
置
づ
け
、
今
後

も
引
き
続
き
、
将
来
に
向
け
て
町
と
住
民
の
暮
ら

し
を
安
定
的
に
支
え
る
組
織
機
構
改
革
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
早
期
に
職
員
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
チ
ー
ム
を
設
置
の
う
え
、
必
要
な
議
論
を

行
い
、
そ
の
結
論
を
基
に
平
成
20
年
度
に
抜
本
的

見
直
し
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
＝
町
政
策
推
進
室
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ

（
内
３
１
３
）

2広報おおやまざき

役
場
の
組
織
機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た

〜
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
〜

１９

秘書広報グループ�
政策企画グループ�
財政グループ�

総務人事防災グループ�
管財契約グループ�
情報推進グループ�

住民税グループ�
資産税グループ�
収納管理グループ�

窓口・年金グループ�
高齢者医療・国保グループ�

清掃環境グループ�
経済観光グループ�

社会福祉グループ�
福祉センター�

高齢・介護グループ�
老人福祉センター�

児童福祉グループ�
保育所�

健康増進グループ�
保健センター�

地域整備グループ�
都市計画グループ�

まちづくり推進室�

健康・児童推進室�

福祉推進室�

経済環境室�

町民生活室�

税務室�

総務室�

政策推進室�

上下水道室�

会計室�会計管理者�

理事�

教 育 次 長�
（教育委員会事務局）�

（議会事務局）�

教育委員会�

町　長� 副町長�

議会事務局長�議　　会�

監査委員�

教育長� 学校教育室�

生涯学習室�

監査室�

上水道グループ�
下水道グループ�
業務・府営水道グループ�

会計グループ�

学校教育グループ�
小中学校�

生涯学習グループ�
中央公民館�
ふるさとセンター�

スポーツ振興グループ�
体育館�

文化芸術グループ�
歴史資料館�

議会グループ�

新
組
織
図�



大山崎町議会平成１９年第１回定

例会（最終本会議３月２３日）にお

いて、「一般会計」、「ふるさとセン

ター駐車場事業特別会計」、「水道事

業会計」の３つの会計予算案が賛成

少数で否決となりました。

そのため、これら３会計について

は、暫定予算（※①）を３月３０日

付で町長の専決処分で編成し、通常

の行政運営に支障が出ないよう、６

月末までの主に義務的経費を中心に

予算執行が可能となるよう臨時的な

対応を図りました。なお、中学校再

構築に係る用地取得の債務負担行為

（※②）及び埋蔵文化財発掘調査委

託費等については、事業進捗に支障

をきたさないよう暫定予算に組み入

れています。

現在、否決となった３会計につい

て、議会で否決とされた理由（一般

会計では、財政再建への姿勢が不十

分、等）を再検討し、あらためて次

の議会に諮り可決されるよう本予算

の再編成作業中です。

住民の皆様には何かとご心配・ご

不便をおかけしますが、ご理解をい

ただきますようお願いします。

可決された、「国民健康保険事業

特別会計」、「下水道事業特別会計」、

「老人保健事業特別会計」、「介護保

険事業特別会計」、「区有財産管理特

別会計（３区）」の概要は右のグラ

フのとおりです。

現在編成中の３会計の本予算につ

いては、議会で可決された後にあら

ためて、紹介します。

問合わせ＝町政策推進室財政グループ

（内３４１）

※①暫定予算：通常予算が年度開始前までになんらかの事由により成立しない場合
等に調整する、一会計年度の中の一定期間について基本的に最小限必要とされる
経費の支出を可能にするための予算です。暫定予算は、本予算が成立したときは
その効力を失い、暫定予算は本予算の中に溶け込むことになります。また、一定
期間にかかる収支見込であるため、必ず歳入歳出が均衡していなければならない
ものではありません。

※②債務負担行為：数年度にわたる建設工事や土地の購入などの翌年度以降の経費
支出や、土地開発公社などに対して債務保証又は損失補償のような債務不履行等
の一定の事実が発生したときに支出を予定するなど、将来的な財政支出行為とし
て予算に内容を定めておくもので、歳入歳出予算とともに予算の一部を構成しま
す。

3 広報おおやまざき

国民健康保険事業特別会計
下水道事業特別会計
老人保健事業特別会計
介護保険事業特別会計
区有財産管理特別会計

13億 1,871万 1千円
6億 7,614万円
11億 7,600万円

8億 9,178万 9千円
5,334万 1千円

国民健康保険事業特別会計� 下水道事業特別会計�

老人保健事業特別会計� 介護保険事業特別会計�

区有財産管理特別会計�

保険給付費�

860,736

（65.3％）�

270,889
老人保健拠出金�

�
（20.5％）�

その他�
187,086�
（14.2％）�

その他�
174,354�

（13.2％）�

252,935�
（19.2％）�

国庫支出金�

療養給付費�
交付金�
410,584�
（31.1％）�

480,838�
（36.5％）�

国民健康保険税�

歳入�歳出�

1,318,711千円�
（構成比）�

366,575�
（54.2％）�

その他 30,493（4.5％）� その他 1,247（0.2％）�

歳入�歳出�

676,140千円�
（構成比）�

公債費�

216,483�
（32.0％）�

管理費�

事業費�
91,835�
（13.6％）�

町債�
121,200�

（17.9％）�

繰入金�
165,000�
（24.4％）�

359,447�
（53.2％）�

使用料手数料�

医療諸費�

1,175,070

（99.9％）�

364,095�
（31.0％）�

国庫支出金�

歳入�歳出�

1,176,000千円�
（構成比）�

628,926�
（53.5％）�

支出基金�
交付金�

その他 91,049（7.7％）� その他 930（0.1％）�

繰入金�
91,930（7.8％）�

保険給付費�

823,272

（92.3％）�

その他�
122,816�

（13.8％）�

124,353�
（13.9％）�

歳入�歳出�

891,789千円�
（構成比）�

府支出金�

国庫支出金�
183,755�
（20.6％）�

保険料�
204,008�
（22.9％）�

支払基金交付金�
256,857�
（28.8％）�

その他 �
68,517（7.7％）�

大山崎区�

財産区合計�
53,341千円�

51,735�
（97.0％）�

円明寺区�
1,304（2.4％）  

下植野区�
　302（0.6％）�

一般会計はじめ３会計の予算案は否決。
６月末までの暫定予算に。



大
山
崎
町
出
前
講
座
と
は

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
な
る
団
体
等
が
主
催
す
る
集
会
等
に
、
求
め

に
応
じ
て
町
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
町
政

の
説
明
及
び
講
習
等
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
町

政
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
政
に

関
す
る
情
報
提
供
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
町
民
参
画
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
講
対
象
者
は

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
さ
れ
て
い
る
方
で
、
10
名
以
上
の
団
体

等
と
し
ま
す
。

開
催
日
時
は

原
則
と
し
て
次
に
掲
げ
る
日
を
除
き
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
間
の
２
時
間
以
内
と
し
ま
す
。

日
曜
日
及
び
土
曜
日

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23
年
法
律
第
１
７
８
号
）
に

規
定
す
る
休
日

１
月
２
日
、
１
月
３
日
及
び
12
月
29
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
日

開
催
場
所
は

皆
さ
ん
が
集
会
等
を
開
催
さ
れ
る
場
所
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

町
内
に
限
る
も
の
と
し
ま
す
。

出
前
講
座
の
テ
ー
マ
（
講
座
名
）
は

１
　
町
政
の
し
く
み

２
　
福
祉
・
健
康

３
　
く
ら
し
・
環
境

４
　
ま
ち
づ
く
り

５
　
教
育
・
生
涯
学
習
・
文
化

６
　
消
防
・
防
災

７
　
経
済
・
産
業

※
詳
細
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り

申
込
方
法
は

集
会
等
の
開
催
予
定
日
の
14
日
前
ま
で
に
申
込
書
を
政
策
推
進
室

政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
政
策
推
進
室
で
配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.oyam
azaki.kyoto.jp/

）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

¡

「
大
山
崎
町
出
前
講
座
」
は
講
座
の
内
容
に
関
す
る
質
問
や
意
見

交
換
に
つ
い
て
は
行
い
ま
す
が
、
町
政
全
般
に
対
す
る
意
見
・
要

望
等
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

¡

出
前
講
座
は
町
職
員
が
皆
さ
ん
の
主
催
す
る
集
会
等
に
出
向
く
も

の
で
す
の
で
、
会
場
の
確
保
や
、
催
し
の
運
営
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
主
催
者
の
責
任
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

¡

講
師
と
な
る
職
員
の
派
遣
に
つ
き
ま
し
て
は
無
料
で
す
。

問
合
わ
せ

町
政
策
推
進
室
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
　
1
９
５
６
ー
２
１
０
１

（
内
３
１
５
）

4広報おおやまざき

１．町政のしくみ�

議会運営、議員活動、請願、陳情の取り扱い�

町予算のしくみと町財政の現状と課題�

行財政改革についての内容（H１７～２１）�

情報公開と個人情報保護についての内容�

町税収入について（種類と概要）�

１．選挙のしくみについて�
２．過去の選挙の状況について�

戸籍制度・住民基本台帳について�

監査委員制度の概要・役割・職務内容・結果の�
　 公表などについて�

公金の保管、資金運用の現状など会計事務について�

議会事務局�

政策推進室�

政策推進室�

政策推進室�

税務室�

総務室�

町民生活室�

監査室�

会計室�

議会のしくみ�

予算のしくみと財政の状況�

行財政改革について�

情報公開と個人情報保護に�
ついて�

町税の種類としくみ�

選挙について�

戸籍・住民票�

監査のしくみ�

町の会計�

番号� 講　座　名� 主　な　内　容� 担当室�

１－１�

１－２�

１－３�

１－４�

１－５�

１－６�

１－７�

１－８�

１－９�

大
山
崎
町

出
前
講
座
を

始
め
ま
す

こんな講座を用意しています



5 広報おおやまざき

２．福祉・健康�

３．くらし・環境�

４．まちづくり�

５．教育・生涯学習・文化�

６．消防・防災�

７．経済・産業�

１．すこやかプラン２１大山崎�
２．子供の事故防止�
３．子供の歯科保健�
４．ストレスと上手に付き合う方法�
５．献血、骨髄バンクのはなし�
６．次世代育成支援地域行動計画�
７．食育について�
８．保育所入所について�
９．ノロウイルス、インフルエンザ等の予防�
１０．突然倒れないために－生活習慣病予防－�
１１．メタボリックシンドロームと予防�
１２．介護予防　－若返り体操、認知症予防等－�
１３．子供の発達と健康�
１４．子供の病気と予防接種�
１５．子供の食生活、生活リズム�
１６．大人の検診について�
１７．母子家庭の福祉�
１８．子供の福祉施策について�
１９．大人の栄養について�
２０．子育て支援�

１．高齢者福祉、介護保険�
２．障害者福祉�
３．福祉制度全般�

介護保険について�

現在見直し作業を行っている「障害者基本計画�
及び障害福祉計画」について�

福祉推進室�

福祉推進室�

福祉推進室�

健康・児童推進室�

地域福祉の推進�

介護保険制度�

ゴミの分別・リサイクル�

水道事業の概要と財政状況等�

下水道事業の概要と財政状況等�

経済環境室�

上下水道室�

上下水道室�

循環型社会の構築�

まちづくり（道路・公園事業）と都市計画について� まちづくり推進室�まちづくりと都市計画�

天王山森林整備事業� 経済環境室�天王山と森林整備�

学校教育のさらなる充実を目指した取り組みについて� 学校教育室�大山崎町の学校教育�

１．災害時の避難場所、自主防災組織について�
２．町の災害対策と家庭・地域での取り組みについて�

総務室�災害に備えて�

生涯学習の考え方、事業の具体的な内容�生涯学習のすすめ�

町内に所在する文化財や史跡について�町内の文化財�

水道事業の概要と財政状況等�
について�

下水道事業の概要と財政状況�
等について�

福祉制度の概要�

母と子供の健康づくり�

番号� 講　座　名� 主　な　内　容� 担当室�

番号� 講　座　名� 主　な　内　容� 担当室�

番号� 講　座　名� 主　な　内　容� 担当室�

番号� 講　座　名� 主　な　内　容� 担当室�

番号� 講　座　名� 主　な　内　容� 担当室�

番号� 講　座　名� 主　な　内　容� 担当室�

２－１�

３－１�

３－２�

３－３�

４－１�

５－１�

５－２�

５－３�

６－１�

７－１�

２－２�

２－３�

２－４�

生涯学習室�

生涯学習室�
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文化庁伝統文化活性化国

民協会認定の「大山崎町い

けばなこども教室」が、町

内の小学生３４名の参加により行われ

ました。１８年度は計１３回に渡り日

本の伝統文化を勉強し、この日は

「おひな祭り」。子供たちは心をはず

ませ、日本の伝統五節句の一つ、桃

の花を中心にいけました。

「ボリビアの人は、楽し

み上手。夜は家の前にいす

を並べて、みんなでおしゃ

べりします。」

「へえ～」と、うなずいて聞く人

たち。

町、町国際交流協会が、「私の見

たボリビア」を中央公民館で開催、

27名の参加者が、話し手の体験談に

耳を傾けました。

スライドや紙芝居、クイズなどを

交えて、楽しく南米ボリビア共和国

の文化や現地での体験談を紹介した

のは、浅葉さやかさん（円明寺）。

青年海外協力隊として２年間、環境

教育を普及する活動に取り組み、こ

のほど帰国しました。

中には「商品の服のボタンが取れ

ていても、『自分でつければいいじ

ゃない』って言われました。」「向こ

うの人は、炭酸飲料をわざと泡立て

て『微炭酸』にして飲むんです。」

といった面白いエピソードの紹介

や、ボリビアの伝統衣装の装着体験

も。

十分楽しんだ様子の参加者の一人

は「私は外国に行ったことはありま

せんが、ボリビアに旅行に行った気

分になりました。」と笑顔でした。

赤、白、青。色とりどり

の花が JR山崎駅から宝寺

踏切の間の歩道に並べら

れ、観光客や散歩をする人達の目を

楽しませています。

この活動は「花いっぱい運動」と

題して「ふるさとづくり大山崎町推

進協議会」（町及び長寿会連合会等

町内各種団体で構成）が毎年実施し

ているもの。

去年１１月頃

に植え付け、

冬の間プラ

ンターで大

切に育てら

れた花はき

れいに咲き

誇っていま

す。

４月９日に大山崎小学校と第二大

山崎小学校で、４月１０日に大山崎中

学校でそれぞれ入学式が行われまし

た。

大山崎小学校では、我が子の晴れ

姿を写真に収めようとするお父さん、

お母さんたちで校門前は大にぎわい。

記念撮影では緊張した表情をしてい

た子も、初めて会う担任の先生に名

前を呼ばれると、「ハイ！」と元気

いっぱいに返事をしていました。

「うわっ！なんか動いた。」
「ミミズや！虫の幼虫も
おるで。」

第二大山崎小学校５年生の生徒た
ちが、「総合的な学習の時間」で
“畑作り”を体験しました。
この授業は、大山崎町社会福祉協

議会とボランティア団体「緑のエプ
ロン」の皆さんが、「子供たちと一
緒に野菜作りを体験・学習しよう」
という趣旨で企画されました。
この日は初日ということで、畑の

土に肥料を混ぜ合わせたり、畑の周
りの雑草を抜いたりといった、野菜
作りの準備作業。次の授業では、か
ぼちゃなどの苗を植えるそう。
照りつけるお日さまの下で、みん

な爽やかな汗を流していました。
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【一 般 書】 【児 童 書】

『どろんこそうべえ』
たじま　ゆきひこ／作

綱渡(つなわた)りの最中(さいちゅう)に、
つなから落っこちてしまったそうべえ。
間一髪(かんいっぱつ)山伏(やまぶし)たちに助
けられ、その夜は飲めや歌えの大騒(お
おさわ)ぎ！それをみていた“オケラ”に
地中へと誘(さそ)われるのだが･･･

『養老孟司　太田光
人生の疑問に答えます』
養老孟司製作委員会／編

この二人に聞けば、人生も少しは楽
に生きられそう。「自分」「家族」「社
会」の３つのテーマで養老的・太田的
現代人の悩み克服術！

『京都議定書がわかる絵事典』
PHP研究所／編

『日本全国　恐竜に会いに行こう！』
『ななみちゃんとつくろう
はじめてのりょうり』

NHK出版／編
『ランプの精(ジン)③ カトマンズのコブラキング』

P.B.カー／著
『若おかみは小学生！⑥～⑨』

令丈　ヒロ子／著

『困ったときの　新パソコンらくらく
処方箋』
日経PCビギナーズ編集部／編

『どうして枯れるの？
わたしのガーデニング』

長岡　求(もとむ)／監修
『パンダフルワールド』
佐渡　多真子／写真　みきーる／文

『｢サラ川」傑作選　すごろく』
山藤章二・尾藤三柳(さんりゅう)・第一生命／編

『少年検閲官』北山　猛邦(たけくに)／著

図書の貸出・返却時間

平日 １０時～１６時３０分

土・日・祝日 １０時～１６時【 】
〈中央公民館図書室からのご案内〉

５月の月末休室日
５月３１日（木）

連休中も開室しています。
貸し出し時間は 10:00 ～ 16:00
です。どうぞご利用下さい。

災
害
か
ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
あ

な
た
の
力
を
『
地
域
の
力
』
消
防
団
で
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

大
山
崎
町
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上
の
男
性
の

方
、
一
人
で
も
多
く
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。去

る
、
３
月
13
日
q
大
山
崎
消
防
署
に
お
い
て
、

最
新
鋭
高
規
格
救
急
自
動
車
の
配
車
式
が
行
わ
れ
、

14
日
r
か
ら
、
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

配
備
さ
れ
た
高
規
格
救
急
自
動
車
は
、
車
内
の

ス
ペ
ー
ス
が
広
く
、
最
新
の
救
急
資
機
材
が
機
能

的
に
収
納
さ
れ
、
救
急
救
命
士
の
救
命
処
置
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
車
両
の

特
徴
と
し
て
、
雪
道
な
ど
に
強
い
フ
ル
タ
イ
ム
４

輪
駆
動
方
式
で
安
全
面
が
大
幅
に
向
上
し
て
い
ま

す
。

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
と
は
、
事

業
所
の
消
防
団
活
動
へ
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し

て
広
く
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
事
業
所
の
協
力

を
通
じ
て
、
地
域
防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。「
消
防
団

協
力
事
業
所
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
、

取
得
し
た
表
示
証
を
社
屋
に
掲
示
で
き
、
表
示
証

の
マ
ー
ク
を
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
公

表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
多
く
の

事
業
所
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

消�防�

ば�ひ�ろ�

1956-0119
大山崎消防署�

消
防
団
員
募
集
中

最
新
鋭
高
規
格
救
急
自
動
車
配
備

『
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
』

が
始
ま
り
ま
し
た

毎月１日は
無火災推進日

問
合
わ
せ

大
山
崎
消
防
署
庶
務
係



４
月
６
日
。
こ
ど
も
た
ち
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
、
笑
顔
と
笑
い
声

が
溢
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
大
山
崎
町
中
央
公
民
館
２
階
の
一
室
。
親
子
サ
ロ
ン
「
ス

マ
イ
ル
プ
レ
イ
ス
」
と
題
し
て
、
小
さ
な
こ
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん

た
ち
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
を
主
催
し
た
の
は
、
“先
輩

お
母
さ
ん
”
の
、
嶋
田
さ
ん
、
吉
川
さ
ん
、
幸
山
さ
ん
の
３
人
。

「
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
の
場
を
作
り
、
楽
し
く
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
の
３
人
の
思
い
か
ら
、
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

「
以
前
は
こ
ど
も
の
数
も
多
か
っ
た
の
で
、
近
所
に
は

“先
輩
お

母
さ
ん
”
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
子
育
て

で
は
あ
ま
り
苦
労
し
た
記
憶
も
な
く
、
今
で
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

思
い
出
し
ま
す
。」
と
嶋
田
さ
ん
。

で
も
、
最
近
は
少
子
化
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
一
日
中
お
母
さ
ん

と
こ
ど
も
が
２
人
き
り
で
過
ご
す
家
庭
も
多
い
そ
う
。

「
家
に
こ
も
っ
て
、
こ
ど
も
と
２
人
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

ど
う
し
て
も
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
多
分
こ
ど
も

も
同
じ
。
自
分
の
子
育
て
の
体
験
で
も
、
ず
っ
と
悩
ま
さ
れ
て
い
た

夜
泣
き
が
、
公
園
に
出
て
ど
ん
ど
ん
外
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

ピ
タ
ッ
と
止
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
こ
ど

も
も
家
の
中
に
ず
っ
と
い
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た
ん
で

し
ょ
う
。
私
自
身
も
、
公
園
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
お
母
さ
ん

友
達
が
増
え
、
子
育
て
の
悩
み
が
一
気
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
の

お
母
さ
ん
た
ち
に
も
、
お
母
さ
ん
同
士
の
つ
な
が
り
を
作
る
機
会
を

提
供
し
て
あ
げ
た
い
。」
と
吉
川
さ
ん
。

た
だ
、
子
育
て
に
関
す
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
押
し
付
け
は
し
た

く
な
い
、
と
の
こ
と
。

幸
山
さ
ん
は
「
子
育
て
の
悩
み
を
聞
か
れ
た
ら
、
答
え
る
、
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
す
。
あ
ま
り
お
せ
っ
か
い
に
は
な
り
た
く
な
い
で
す

ね
。」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。
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母子ふれあいサロン� 4月からスタート�



参
加
者
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
普
段
は
家
の
中
で
こ
ど
も
と
２
人
き
り
。
私
自
身
も
そ
う
で
す

が
、
何
よ
り
、
こ
ど
も
を
も
っ
と
友
達
と
遊
ば
せ
て
あ
げ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。」
と
、
富
田
さ
ん
。

「
子
育
て
で
は
、
あ
ま
り
ご
飯
を
食
べ
て
く
れ
な
い
こ
と
が
悩
み

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
は
お
母
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
、
西
木
さ
ん
。

他
に
も
「
暖
か
い
時
期
は
い
い
の
で
す
が
、
冬
場
に
な
る
と
遊
び

場
に
困
り
ま
す
。
家
の
中
だ
け
で
は
、
こ
ど
も
が
つ
ま
ら
な
い
と
感

じ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
不
安
に
も
な
り
ま
す
。『
ス
マ
イ
ル
プ

レ
イ
ス
』
に
は
是
非
ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
参
加
費
２
０
０
円
程
度
で
、
１
月
と
５
月
を
除
く
毎

月
第
一
金
曜
日
の
開
催
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、
６
月
１

日
（
金
）
10
時
〜
11
時
半
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
る
予
定
。

「
参
加
費
は
、
お
茶
代
や
茶
菓
子
代
、
開
催
場
所
の
賃
貸
料
に
と

考
え
て
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
。
次
回
か
ら
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

お
菓
子
作
り
が
得
意
と
い
う
幸
山
さ
ん
の
、
手
作
り
の
お
菓
子
も
食

べ
ら
れ
る
か
も
。

今
後
は
、
よ
り
広
く
参
加
を
募
る
た
め
に
、
こ
の
日
開
催
さ
れ
た

中
央
公
民
館
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
場
所
で
の
開
催
も
検
討
さ
れ
て

い
る
そ
う
。
“新
人
お
母
さ
ん
”
た
ち
と
、
こ
ど
も
た
ち
の
憩
い
の

場
と
し
て
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
「
ス
マ
イ
ル
プ
レ
イ
ス
」。
主
催
者

で
あ
る
嶋
田
さ
ん
、
吉
川
さ
ん
、
幸
山
さ
ん
、
３
人
の

“先
輩
お
母

さ
ん
”
が
と
て
も
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。

「
ス
マ
イ
ル
プ
レ
イ
ス
」
は
今
回
が
記
念
す
べ
き
第
１
回
。

「
ス
マ
イ
ル
プ
レ
イ
ス
」
と
い
う
名
前
も
、
今
回
み
ん
な
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
、「
こ
れ
か
ら
こ
の

会
を
作
り
上
げ
て
い
く
」
と
い
う
雰
囲
気
で
す
。

午
前
10
時
頃
。

ち
ら
ほ
ら
と
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
最
初
は
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
。
こ
ど
も
を
膝
に
抱
っ
こ
し

て
、
お
話
を
す
る
お
か
あ
さ
ん
。
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
情
報
交

換
に
熱
心
で
す
。

そ
の
隣
で
は
、
小
さ
な
滑
り
台
を
何
回
も
滑
り
降
り
る
男
の
子
。

お
も
ち
ゃ
の
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
、
得
意
げ
に
笑
う
女
の
子
。

こ
れ
ら
の
お
も
ち
ゃ
は
全
て
寄
付
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
。
他
に
も

絵
本
や
パ
ズ
ル
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
遊
び
道
具
で
溢

れ
て
い
ま
す
。

午
前
11
時
少
し
前
。

こ
こ
で
、
み
ん
な
で
一
緒
に
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
。
歌
に
あ
わ
せ
て
、
ウ

サ
ギ
や
パ
ン
ダ
の
振
り
付
け
を
踊
り
ま
す
。
う
ま
く
踊
れ
る
か
ど
う

か
な
ん
て
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
、
お
母
さ
ん
11
人
、
こ
ど
も
13
人
。
広
報

お
お
や
ま
ざ
き
や
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
案
内
を
見
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
回
が
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
正
直
言
う
と
、
参
加
者

が
集
ま
る
か
不
安
で
し
た
。
で
も
、
こ
れ
だ
け
集
ま
っ
て
い
た
だ
く

と
に
ぎ
や
か
で
す
ね
、
安
心
し
ま
し
た
。」
と
主
催
者
の
皆
さ
ん
。

本
当
に
、
に
ぎ
や
か
で
す
。
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お
も
ち
ゃ
も
、
い
っ
ぱ
い

み
ん
な
で
遊
ぶ
と
楽
し
い
ね
Y

こ
ど
も
を
遊
ば
せ
た
い

是
非
、
ま
た
来
た
い
で
す
Y

主催者の幸山さん（右から４番目）、嶋田さん（右から２番目）、吉川さん（右端）



本町では「開かれた町政」を推進す

るために、情報公開条例に基づき、町

が保有する公文書の公開を行っていま

す。公開を希望する方は、役場３階政

策推進室政策企画グループ窓口で「情

報公開請求」を行ってください。

Q 誰でも請求できるの？

A はい。だれでもできます。

Q どんな情報も公開されるの？

A いいえ。特定の個人に関する情報

や、公正な行政運営に支障を及ぼす

おそれのある情報などは公開されま

せん。また、そもそも該当する文書

が存在しない場合は、公開不能です。

Q 請求したら、どのくらいで公開・

非公開が決定されるの？

A 請求書が提出された日から１５日以

内です。ただし、特別な場合は６０日

を限度として延長されることがあり

ます。

Q 決定に不服があった場合は？

A 決定を知った日の翌日から６０日以

内に不服申し立てをすることができ

ます。公平な立場の第三者の機関

「大山崎町情報公開審査会」の意見

を尊重して申し立てへの回答を行い

ます。

個人情報保護条例に基づき、町が保

有する自己に関する個人情報の開示を

求めることができます。たとえば、

「私の学校での内申書をみせてほしい」

と請求できます。

Q どんな場合でも、開示されるの？

A いいえ。他の人に関する情報がわ

かる場合や、開示することによって

公正な行政運営に支障が出るおそれ

がある場合などは開示されません。

問＝町政策推進室政策企画グループ
1９５６－２１０１（内３１５）
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平成１８年度 情報公開制度・個人情報保護制度の利用状況について

◇ 情報公開制度

◇ 個人情報保護制度
４
月
か
ら
役
場
に
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
速
や
か
に
目
的
の
窓
口

に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
、
各
フ
ロ
ア
・
各
室
ご
と
に
窓
口
案
内
表
示

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
若
手
職
員
で
構
成
す
る
「
庁
内
カ

イ
ゼ
ン
委
員
会
」
の
提
言
に
基
づ
き
実
施
し
た
も
の
で
、
今
後
も
引

き
続
き
、
来
庁
者
の
視
点
に
立
っ
た
役
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
こ
の
窓
口
案
内
表
示
の
設
置
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
庁
舎

１
階
に
配
置
し
て
い
ま
し
た
、「
庁
舎
案
内
人
」
は
当
分
の
間
、
休

止
し
ま
す
。

問
＝
政
策
推
進
室
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ

1
９
５
６
ー
２
１
０
１
（
内
３
１
３
）

窓
口
案
内
表
示
を
始
め
ま
し
た

～来庁者にやさしい役場づくりに向けて～
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小・中学生を対象としたスポーツ教

室の追加募集をします。経験の有無は

問いませんので気軽に参加してみてく

ださい。追加募集の教室は下記のとお

りです。

■フェンシング教室

開催期間＝５月～２月　第２日曜日

（初回５月１３日）

時間＝18:30～ 20:30

場所＝町体育館

■新体操教室

開催期間＝２月　水・木曜日（初回

２月６日）

時間＝19:00～ 21:00

場所＝町体育館

日時・場所＝５月１２日‥町体育館

１９日・２６日‥第二大山崎小学校（５

日はお休み）

いずれも土曜日の18:00～ 20:00

種目＝卓球、バドミントン、スリータ

ッチボールなど（会場によって異なり

ますのでその都度ご確認下さい。）

対象＝町内に在住または在勤の方

参加料＝小・中学生１００円（保険料込）

高校生以上２００円（保険料込）

※事前申込は不要、当日会場で受付。

※わくわくクラブおおやまざき会員の

方は無料です。会員証をご持参下さ

い。

わくわくサタデーナイト わくわくスポーツ教室追加募集（小中学生対象）

■バレーボール教室（小学校３年生以

上が対象となります）

開催期間＝５月～１０月　第１・３土

曜日（初回５月１９日）

時間＝9:30～ 11:30

場所＝第二大山崎小学校

会費＝半年払い ４,０００円

年 払 い ６,０００円

（入会費５００円　保険代５００円含む）

申込期間＝平成１９年５月２日r～

１０日s午前９時～午後５時

※７日は休館日のため除く

申込先＝印鑑と会費を持参のうえ、

クラブ事務局（町体育館）まで。

安心して子育てができるまちづくりと保護者の皆さんの

子育てを支援するため、一時的な保育需要に応じた保育サ

ービスを提供する「一時保育事業」を町立第３保育所で行

っています。

①　非定型的保育サービス

保護者の短時間勤務、職業訓練、就学等により、断続

的に家庭保育が困難となり、一時的に保育が必要となる

児童に対する保育サービス。（週３日間の利用を限度）

②　緊急保育サービス

保護者の傷病、入院、災害、事故、出産、看護、介護、

冠婚葬祭等　社会的にやむを得ない事由により、緊急か

つ一時的に家庭保育が困難となり、保育が必要となる児

童に対する保育サービス。（継続２５日間の利用を限度）

③　私的理由による保育サービス

保護者の育児等に伴う心理的、肉体的負担を軽減する

等の私的な理由により、一時的に保育が必要となる児童

に対する保育サービス。(月２日間の利用を限度)

保護者とともに町内に住所を有し居住している、保育所

入所の対象とならない、健康で集団保育が可能な満１歳以

上（利用日現在の満年齢）から就学前の児童。

町立第３保育所（字円明寺小字松田４５番地）。１日おお

むね１０人以内。

町立第３保育所の開所日（一部を除く）。

平　日　8:30～ 16:00

土曜日　8:30～ 12:00

３歳未満児　１時間につき　３００円

３歳以上児　１時間につき　２００円
¡児童の年齢区分は利用日現在の満年齢。
¡給食希望者は別に１食につき３００円が必要（３歳以上児

は主食を持参）。
¡土曜日は給食はありません。授乳、離乳食、アレルギー

食は用意しません。
¡利用前日の正午以降に利用を辞退された場合は、その日

の利用料等はいただきます。

利用される日の７日前（その日が保育所の休所日に当た

る時はその前日）までに、「一時保育事業利用申請書」を

町立第３保育所へ提出して下さい（申請書は、保育所及び

町役場健康・児童推進室児童福祉グループにあります）。

※利用人数には制限がありますので、一時お待ちいただ

く場合やお断りする場合もありますので、あらかじめご了

承下さい。

問＝町立第３保育所　1９５７－６０９１

町健康・児童推進室児童福祉グループ 1９５６-２１０１

（内１３１)
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《保育サービスの内容》

《利用できる児童》

《利用できる保育所と定員》

《利用できる日と時間》

《利用料》

《利用方法》

●主催・問＝わくわくクラブおおやまざき事務局　1９５６－０５６７（町体育館内）



鏡華万本

大
山
崎
町
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
ア
シ
ス
タ

ン
ト
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
）
と
し
て
、
こ
の
４
月
か
ら
新
た

に
大
山
崎
町
内
の
小
中
学
校
で
英
語

を
教
え
て
い
る
ス
ト
ル
ー
ア
ン
・
ク

ー
パ
ー
さ
ん
。
大
山
崎
町
に
赴
任
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
役
場
に
挨
拶
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

ク
ー
パ
ー
さ
ん
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
出
身
の
41
歳
。
大

山
崎
町
に
来
る
以
前
に
も
、
兵
庫
県

明
石
市
や
京
都
府
舞
鶴
市
の
学
校
な

ど
で
英
語
の
先
生
を
し
て
い
た
と
の

こ
と
。
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

違
い
な
ど
、
色
々
と
お
話
を
伺
い
ま

し
た
が
、
話
し
方
か
ら
は
誠
実
で
優

し
い
人
柄
が
滲
み
出
て
い
ま
す
。

¡

「
日
本
で
は
す
べ
て
の
人
が
忙
し

く
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
最
初
の

印
象
で
し
た
。
こ
ど
も
た
ち
は
、
学

校
で
授
業
が
終
わ
っ
た
後
も
暗
く
な

る
ま
で
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
み
ま
す
。

大
人
た
ち
は
、
会
社
で
仕
事
が
終
わ

っ
た
後
も
同
僚
と
飲
み
に
出
か
け
た

り
し
ま
す
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

学
校
や
会
社
が
終
わ
っ
た
後
は
個
人

の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
、
友
達
や
家
族

と
過
ご
す
の
が
一
般
的
な
の
で
、
最

初
は
文
化
の
違
い
に
戸
惑
い
ま
し

た
。」

¡

忙
し
い
日
本
で
の
生
活
。息
抜
き
は
、

ド
ラ
イ
ブ
と
音
楽
だ
そ
う
。

¡

「
週
末
に
は
よ
く
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
て
、
疲
れ
を
癒
し
ま
す
。
音
楽
に
関

し
て
は
、
以
前
は
バ
ン
ド
で
ベ
ー
ス
を

プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
忙
し

い
こ
と
も
あ
っ
て
バ
ン
ド
活
動
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
70
年
代
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
が
大
好
き
で
、
Ｃ
Ｄ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
す
。」

¡

慌
た
だ
し
い
毎
日
の
中
で
も
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
趣
味
を
楽
し
み
、
息
抜
き
を

し
な
が
ら
、
こ
ど
も
た
ち
に
楽
し
く
英

語
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
に
、
放
置
竹
林
の
伐

採
・
整
備
を
目
的
に
発
足
し
た
「
大

山
崎
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」。
今
で

は
そ
の
活
動
は
竹
林
の
整
備
だ
け
に

留
ま
り
ま
せ
ん
。
会
長
の
石
原
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
現
在
は
、
天
王
山
を
中
心
と
し

た
放
置
竹
林
の
整
備
と
、
活
動
の
中

で
伐
採
し
た
竹
の
再
利
用
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。」

町
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
そ
の

活
動
の
成
果
を
あ
ち
こ
ち
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
山
崎
聖
天
さ
ん
前

の
「
さ
く
ら
の
広
場
」
に
は
、
伐
採

竹
で
作
ら
れ
た
ベ
ン
チ
が
並
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
３
月
に
は
天
王

山
登
り
口
の
舟
橋
川
横
に
新
た
に
柵

を
作
ら
れ
ま
し
た
。

「
月
２
回
の
地
道
な
活
動
で
す

が
、
町
民
さ
ん
や
ハ
イ
カ
ー
の
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と

が
、
な
に
よ
り
の
や
り
が
い
で

す
。」
と
、
石
原
会
長
。

で
も
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
向

け
て
、
少
し
不
安
な
こ
と
も
あ
る

そ
う
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
高
齢
の
方

が
多
く
、
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
、
活
気
あ
る
活
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。」

楽
し
く
、
気
楽
に
。
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
も
期
待
大
で
す
。
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楽
し
く
、
気
軽
に
。

あ ん な 仲 間 　 こ ん な 仲 間
大山崎竹林ボランティア

日クーパーさんの

竹で作られたベンチ（山崎聖天前「さくらの広場」）

天王山登り口に完成した竹柵
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町と天王山をまもる会では、恒例の

「天王山清掃ハイキング」を行います。

会員以外の方も気軽にご参加下さい。

申し込みは不要。当日は飲み物を用意

します。

とき＝６月２日u 8:45集合

※雨天中止

集合場所＝山崎聖天さくらの広場

問＝町経済環境室経済観光グループ

（内２４３）

とき＝５月２７日O 8:00～ 17:30

行先＝須磨水族館見学と六甲アイランド

対象＝町内在住の母子・父子家庭の中

学生以下のこども及び付添者。中学生

以下の兄弟と一緒に参加の場合は、高

校生以上でも参加可能です。

参加費＝中学生以下１,０００円

高校生及び付添者１人まで２,０００円

付添者２人目から３,０００円

申込締切＝５月１８日t

申込＝官製ハガキに、参加者の氏名

(本人・付添者を明記)・住所・電話番

号・観光バス乗車場所(円明寺郵便局

前・農協大山崎支店前のどちらか)を

記入の上、下記連絡先まで。

定員＝４５名（先着順）

※大山崎町三ツ和母子会の会員の方に

は、直接ご案内しています。

問・申込＝町社会福祉協議会

〒 618-0091 大山崎町円明寺百 １々０番

地の２　1９５７－４１００

背割堤でのイベントを楽しみ、スタ

ンプラリー、ミニツアーで川辺のまち

を訪ね歩いてみませんか？

とき＝５月２７日O

9:30～ 16:00 ※小雨決行

第２回淀川三川交流イベント
～川で遊ぼう まちを歩こう みんなで楽しもう～

母（父）子家庭親子
レクリエーション

天王山清掃ハイキング
会場＝○メイン会場…国営淀川河川公

園背割堤地区

※最寄り駅は京阪八幡市駅（徒歩１０分）

※阪急大山崎駅からメイン会場にシャ

トルバスを運行

○周遊ゾーン…八幡、大山崎・島本、

淀・久御山

内容＝大山崎町役場、ふるさとセンタ

ー、阪急大山崎駅、JR 山崎駅にポス

ター又はチラシを置いておりますので

ご覧ください。

問・申込＝淀川三川交流イベント実行

委員会事務局

（土日祝日を除く10:00～ 18:00)

1０１２０－７０７－５８７　

ＦＡＸ０１２０－７０７－５８６

HP http://www.sansenevent.jp

町などではタケノコ掘りを含めて竹

林整備をします。里山整備の取り組み

に是非ご参加ください。

とき＝５月１２日u 9:30～ 13:30    

集合場所＝ＪＲ山崎駅前（大阪寄り）

有料駐輪場

問・申込＝町経済環境室経済観光グル

ープ（内２４３）

天王山の竹林を手入れ
しましょう

身近な行政サービスを効率よく行え

るよう国から地方へ３兆円の税源が移

譲されます。この税源移譲によって、

住民税と所得税をあわせた全体の税負

担が変わることは基本的にありません。

なお、税源移譲によってほとんどの

方は、所得税が平成１９年１月から減

っており、住民税が平成１９年６月から

増えます。

(注) 景気回復のための定率減税の廃止

により税負担は増えることになりま

す。また、収入の増減など、別の要

因により実際の税負担は変わります。

問＝町税務室（内１４３）

あなたの住民税が変わります

４月８日に執行されました京都府議

会議員一般選挙の大山崎町における

投・開票結果は、次のとおりでした。

投票結果

※投票率の計は、各投票区及び期日前

投票の投票者数の合計を当日有権者

数で割ったものです。

開票結果

※この他、無効投票が６０票ありました。

問＝町選挙管理委員会（内３２４）

京都府議会議員一般選挙
投票結果
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町のホームページにも掲載していま

す。）

・身体障害者手帳等（写し可）

・申請をされる方の印かん

・運転される方の運転免許証（写し可）

・納付書（５月上旬に送付します）

※申請書の提出期限は、軽自動車税納

期限（５月３１日〈木〉）の７日前

（５月２４日〈木〉厳守）までです。

※障害の程度等によって、減免を受け

られない場合もあります。詳しくは、

お問い合わせください。

問＝町税務室住民税グループ

（内１４４）

「共につくる福祉のまちを目指して

～ささえあい、心やさしい、ふるさとを～」

このほど「大山崎町障害者計画（障

害者基本計画及び障害福祉計画）」を

策定しました。

この計画は、「障害者基本計画」と

「障害福祉計画」からなり、障害のあ

る方の「自立と共生」の実現に向け、

障害者福祉施策の推進を総合的に図る

ことを目的としています。

本計画書は、役場１階閲覧室等に設

置していますので、ご覧ください。

［拡充の内容］

平成１９年４月分から、３歳未満の

乳幼児の児童手当の額が、第１子及び

第２子については出生順位にかかわら

ず一律１万円となりました。

なお、３歳以上の児童手当の額、支

給対象年齢及び所得制限限度額につい

ては、現行どおりです。

＜０歳から３歳未満の児童手当＞

・第１子、第２子…

月額５千円→月額１万円

平成１９年４月１日から児童
手当制度が拡充されました

大山崎町障害者計画を策定
しました

・第３子以降…

月額１万円→月額１万円（現行どおり）

＜３歳以上（現行どおり）＞

第１子、第２子…月額５千円

第３子以降…月額１万円

※今回の改正では、受給者の方は手続

きを行う必要はありません。

なお、平成１９年４月から３歳未満

の児童手当等の額は一律１万円とな

りますが、３歳到達後の翌月からは、

第１子及び第２子の手当額は５千円

となります。

問＝町健康・児童推進室児童福祉グル

ープ（内１３４）

退職金の準備は万全ですか？

中退共（中小企業退職金共済制度）

は中小企業で働く従業員のための退職

金制度を運営しています。

中退共は国の制度なので掛金助成や

税法上の優遇など、有利な特色がいっ

ぱいです。安全・確実な中退共制度を

ぜひご利用ください。

問＝中退共本部1０３－３４３６－０１５１

HP http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp

届いていない場合、連絡いただけれ

ば無料でお送りします。また、点字版、

文字拡大版及びテープ版も発行してい

るほか、京都府ホームページからもご

覧いただけますのでご利用ください。

問＝京都府広報課　1４１４－４０７４

職種＝行政事務・税務・機械・土木・

林業

受験資格＝昭和６１年４月２日から平

成２年４月１日までに生まれたもの

申込受付期間＝６月２６日q～７月３日q

平成１９年度国家公務員採用Ⅲ種
試験（高校卒業程度）日程表

届いてますか？
「きょうと府民だより」

退職金づくりをサポート

第１次試験日＝９月９日O

試験地：京都市・福知山市・大阪市・

神戸市・奈良市・和歌山市・田辺市

申込用紙、受験案内は５月１４日pから

配布します。

問＝人事院近畿事務局

1０６－４７９６－２１９１（試験係）

1０６－４７９６－２１９９（２４時間テレ

ホンサービス）

役場の町長室で、町長を交えて会議

や学習会を開いてみませんか？

開催日＝３月，６月，９月，１２月を除

く毎月第２・第４木曜日。（18:00～

20:00までの２時間以内）

対象＝８人以内の団体もしくはグループ。

申込＝希望日の１ヶ月前までに、団体

の代表者の方が、申込書に必要事項を

記入のうえお申し込みください。申込

書は政策推進室で配布するほか、町ホ

ームページにも掲載しています。

テーマ＝会議のテーマは町づくりや町

政に関する話題のほか、広く一般的な

社会問題、国際問題、環境問題、政

治・経済、文化、歴史などから自由に

選択してください。

※町長は参加者の一人として加わりま

すので、原則として質疑への応答はし

ません。

問・申込＝町政策推進室秘書広報グル

ープ（内３１１・３１２）

町長室でしゃべらナイト

14広報おおやまざき
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相談は、毎月第３金曜日13:30 か

ら 15:30 まで「なごみの郷」相談室

で受け付けています。なお、秘密は厳

守されます。

問＝町総務室総務人事防災グループ

（内３２１）

全国人権擁護委員連合会では、人権

擁護委員法の施行日である６月１日を

「人権擁護委員の日」と定め、その日

を中心として全国各地の実情に応じた

啓発活動を通じて人権思想の普及高揚

を図ることとしています。その一環と

して、「全国一斉特設人権相談」を実

施しますので、毎月第１・第３・第４

金曜日に開催しています人権相談と同

様にご利用ください。（事前予約不要）

とき＝６月１日t

10:00～ 12:00・ 13:00～ 15:00

ところ＝役場第２会議室

問＝町総務室総務人事防災グループ

（内３２１）

障害者地域生活支援センター「キャ

ンバス」から相談員を派遣します。身

近な生活問題から自立支援法のことな

ど、どんなことでもご相談ください。

とき＝５月１７日s13:30～ 15:30

ところ＝役場１階　相談室３

担当＝西野美穂さん（「キャンバス」

事業長　社会福祉士）

問＝「キャンバス」

1０５０－７１０５－８５０８㈹

FAX０５０－７１０５－８５０９

E-mail ： info@nagaokakyo-shakyo.jp

指定相談支援事業所・地域活動支援

センター「アンサンブル」から相談員

障害のある方の生活相談
≪精神≫

障害のある方の生活相談

特設人権相談の開設

を派遣します。身近な生活の問題など

をご相談ください。

とき＝５月１７日s13:30～ 15:30

ところ＝役場１階　相談室３

担当＝川　光生さん「アンサンブル」

施設長　精神保健福祉士）

※「アンサンブル」は、地域で生活す

る障害者の方々の生活支援活動を行

っています。活動内容は下記のとお

り。

①日常生活支援（食事、シャワー、

洗濯機利用、服薬、金銭等）

②余暇活動支援（サロン、喫茶、カ

ラオケ、パソコン利用、映写会、

外出レク、軽スポーツ等）

③社会活動支援（就労サポート、生

産活動等）

④地域交流・地域社会作り（ENY

の会、精神保健福祉研修会等）

その他各種相談等

問＝「アンサンブル」

1９５６－２５４３㈹

行政書士が、あなたの疑問にお答え

します。申し込み不要、無料です。

テーマ＝相続・遺言、公正証書、契約

書、示談書、内容証明、法人設立、建

設業許可、自動車登録、車庫証明など

とき＝５月１７日s13:30～ 16:30

（毎月第３木曜実施）

受付場所＝役場１階町民ロビー。受付

後、役場１階相談室で個別相談。

問＝町政策推進室（内３１２）

今年も５月１日からの１カ月間、赤

十字社員増強運動が展開されます。毎

あなたの善意を「赤十字」に

暮らしと事業の行政相談会

年、町内会・自治会を通じて、また自

治会組織に加入されていない方にもご

協力をお願いしています。皆さまの温

かいご協力をお願いします。

問＝町福祉推進室社会福祉グループ

(内１５３)

町では、ごみゼロ（５３０）の日に

ちなんで５月３０日に町民・事業者･行

政などが一体となって、ポイ捨てなど

の不法投棄を防ぎ、きれいな町を目指

す「ごみゼロ運動」を行います。

この日は、各町内会・自治会・事業

所でも周辺地域の清掃活動にご協力を

お願いします。

収集されたごみは、可燃・資源ごみ

に分けて収集日に出してください。多

量の場合は、別途、町で回収します。

収集日時、実施団体名等を下記までご

連絡ください。

問＝町経済環境室清掃環境グループ

（内２４４・２４６）

次のいずれかの要件に該当する車両

は、障害の程度および一定の条件を満

たせば、１人１台に限り減免を受ける

ことができます。（普通自動車で減免

を受けている方は該当しません）

・身体障害者等が所有する車両で、本

人が運転するもの

・身体障害者と生計を一にする方が、

もっぱら障害者のために継続的に運

転する軽自動車

・身体障害者等だけで生活している場

合に、当該身体障害者等が所有する車

両で、常時介護者が、もっぱら当該身

体障害者等のために運転するもの

※「身体障害者等」には、精神障害１

級の方も含みます。

［申請に必要なもの］

・申請書（送付もしています。また、

軽自動車税の減免　　
～申請は納期限の７日前までに！～

５月３０日、「ごみゼロ運動」
にご協力を

15 広報おおやまざき
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とき＝５月１１日t～６月１５日tの毎

週金曜日19:00～ 21:00（全６回）

ところ＝中央公民館（６月８日のみ大

山崎集会所）

内容＝手話の日常会話

指導＝乙訓ろうあ協会、乙訓手話サー

クルでんでん虫会員

参加資格＝大山崎町に在住または在勤

の方。（中学生以上）

参加費＝無料（テキスト代１,２００円

必要）

定員＝２０人

問・申込＝５月８日qまでに町福祉推

進室社会福祉グループ（内１５４・１５５）

またはFAX９５７－４１６１へ

e-mail ： fukushi@town.oyamazaki.kyoto.jp

“消防車と一緒に写真を撮ろう。

すぐに役立つ消防士さんのお話“

とき＝６月８日t

ところ＝大山崎消防署２階　訓練体育

室

内容＝「すぐに役立つお話とビデオ

（アニメ）」

対象＝就学前のこどもと母親

人数＝先着３０組

主催＝大山崎町民生児童委員協議会

児童家庭福祉部会

第15回　母と子の集い

「手話教室」のご案内
～はじめて手話を学ぶ方へ～

後援＝乙訓消防組合　大山崎消防署

問・申込＝５月１日q～５月３０日r

町健康・児童推進室（内１３３）

とき＝５月１２日u・２６日u

10:00～ 11:30

ところ＝町体育館

対象＝町内在住及び在勤の小学校３年

生以上の男女（中学生以下は保護者同

伴）

参加料＝一回５００円、ご家族で来られ

ても一回５００円（申込不要）

主催・問＝町教育委員会スポーツ振興

グループ

1９５６－０５６７（町体育館内）

とき＝５月１２日u 13:00開場

13:30開演

ところ＝京都府長岡京記念文化会館

問＝町政策推進室政策企画グループ

（内線３１５）

参加無料で、どなたでも参加できま

す。昼食、記念品も用意しています。

とき＝５月１４日p10:00～ 14:30

ところ＝長岡自動車教習所

～教習所一日開放～「なるほど
なっとく交通安全２００７」

乙訓文化芸術祭「乙訓地方
中学校吹奏楽部演奏会」

合気道ひろば

内容＝○『ドライビングは安全に』…

自動車の運転体験や点検・整備など。

○『まだ行ける 突っ切る心にブレー

キを』…自転車で、教習所内に設け

たコースを走行します。

○『運転適正診断コーナー』…あなた

の運転適正を診断します。

※雨天時は内容を一部変更して実施。

また、当日9:30に、役場南隣から

送迎バスが出ます。乗車希望の方は

申込時にお伝えください。バスの定

員は１０名です。

問・申込＝５月９日rまでに町経済環

境室（内２４５）へ

『蘭花譜』原画を描いた植物画家池

田瑞月の作品を展示し、『蘭花譜』制

作の原点を考えます。

期間＝５月２日r～２７日O

問＝町歴史資料館　1９５２－６２８８

このたび、石坂みち子さんが行政相

談委員として新たに委嘱されました。

町民の皆様の良き相談相手として、国

などの行政に関する苦情・問い合わせ

などの相談を受け付けます。

本町の行政相談委員は上坂淳二さん

との２名体制となり、月毎に交代で相

談にあたられます。

行政相談委員　委嘱

小企画展『蘭花譜と
池田瑞月』

ご案内�

中央公民館 1957-1421 町 体 育 館 1956-0567
保健センター 1953-3430 歴史資料館 1952-6288
社会福祉協議会 1957-4100 ふるさとセンター 1956-2310
老人福祉センター 大山崎消防署 1956-0119
「長寿苑」1957-1860 福祉センター

「なごみの郷」 1957-7530

役場代表 1 956 － 2101
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団
塊
世
代
の
退
職
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。
大
山
崎
町
の
役
場
も
今

年
、
管
理
職
を
中
心
に
今
ま
で
に
な
い
大
勢
の
退
職
者
が
あ
り
、
指
導
的
な

経
験
者
に
代
わ
っ
て
若
い
世
代
が
重
い
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

折
か
ら
、
三
月
末
に
若
い
職
員
に
よ
る
「
庁
内
カ
イ
ゼ
ン
委
員
会
」
か
ら

の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

と
く
に
具
体
的
な
「
案
内
表
示
」「
申
告
書
の
様
式
」「
広
告
」「
文
書
管

理
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
や
生
活

実
感
を
、
実
地
に
確
か
め
な
が
ら
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

提
案
は
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
実
現
す
る
予
定
で
、
ま
ず
は
案
内
表
示
か

ら
。
新
た
に
明
る
い
ピ
ン
ク
の
数
字
表
記
が
カ
ウ
ン
タ
ー
上
に
配
置
さ
れ
ま

し
た
。
来
庁
の
折
に
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

若
い
人
た
ち
が
確
信
を
持
っ
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
新
し
い
仕
事
の
進

め
方
を
切
り
開
い
て
ゆ
け
る
よ
う
に
、
厳

し
さ
を
増
す
町
財
政
の
下
で
将
来
に
備
え

る
も
っ
と
も
基
本
的
な
体
制
づ
く
り
の
ひ

と
つ
は
、
何
と
い
っ
て
も
次
世
代
の
優
れ

た
職
員
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

真
　
鍋
　
宗
　
平
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ヒメボタル・親子観察会

主催＝乙訓の自然を守る会　　　

後援＝大山崎町、淀川河川事務所、

山城広域振興局（予定）

とき＝５月１９日uあるいは２６日u

（ホタルの最大発光日は天候による

ので、参加資格者に後日連絡します。）

20:30～ 21:00受付

21:00出発　22:00解散

※雨天順延時は、５月２０日Oある

いは２７日O同時刻。

集合場所＝桂川運動公園（大山崎町

桂川運動公園）駐車場

観察場所＝運動公園付近

参加資格＝親同伴小中学生、

先着２５組

参加費＝無料

申込＝往復葉書で下記まで（住所、

電話番号、参加家族全員の氏名、子

どもの学年、を記入のこと）

申込期間＝５月１日～１５日

問・申込＝〒618-0091 大山崎町円

明寺小倉口１－１９ 竹内　碩

1０８０－５７０８－８２８４（観察会用件

のみ）

ところ＝長岡京市産業文化会館

会費＝月７００円

問＝森　1９５７－２８２６

映画「武士の一分」

とき＝５月６日O

ところ＝京都府長岡京記念文化会館

①10:30（10:00開場）

②14:00（13:30開場）

料金＝一般１,０００円（当日１,３００円）

６０歳以上の方・障害者・高校生以

下は８００円（当日１,０００円）

主催＝（財）京都府長岡京記念文化事

業団・京都映画センター

問＝京都府長岡京記念文化会館

1９５５－５７１１

ふるさとミュージアム山城開催中

とき＝開催中～平成２０年３月

時間＝9:00～ 16:30

休館日＝毎週月曜日

なお、特設展として「南山城の歴

史と文化」も開催しています。

入館料＝次表のとおり

問＝1０７７４－８６－５１９９

源氏物語を読む会

源氏物語の原文を音読する会です。

①とき＝５月２２日q

10:00～ 12:00

ところ＝中央公民館会議室

会費＝半年２,０００円

問＝里井　1９５２－１２２８

②とき＝５月１２日u

10:00～ 12:00

区分�
普通展示�
個人�

一　　 般�
小・中学生�

200円�150円�250円�200円�
50円� 40円� 70円� 50円�

団体�個人�団体�
特別展示�

町
長
短
信�

このコーナーは１９ページから始まります

樹木の枝や葉が道路上にはみ出
している場合が見受けられます。
通行の支障になり危険ですので、

土地の所有者の方は、庭木が道路
上にはみ出ることがないよう適切
に管理してください。

問＝町まちづくり推進室（内２５２）

庭木は定期的に剪定を

（庁内カイゼン委員会からの提案の様子）
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府立婦人教育会館「ふれーる講座」

（３種類）のご案内

○〔子育て支援講座（３回シリーズ）〕

とき＝①５月２６日u

②６月１６日u

③７月２１日u

時間はいずれも13:30～ 15:30

対象＝京都府民（成人男女）３０名

※先着順

保育＝あり（要予約）先着順６名まで

１歳半から就学前まで

○〔ヨーガで健康いきいき体験

（３回シリーズ）〕

とき＝①５月２５日t

②６月２２日t

③７月２０日t

時間はいずれも10:00～ 12:00

対象＝京都府民（成人男女）３０名

※先着順

持ち物＝バスタオル

保育＝あり（要予約）先着順２名まで

名神高速道路集中工事のお知らせ

規制区間＝吹田 IC～春日井 IC

規制期間＝５月２１日p5:00～

６月２日u6:00

規制方法＝昼夜間連続車線規制

※期間中の５月３０日r20:00 ～５

月３１日s6:00 までは、京都東

ＩＣの大阪方面入口が利用できま

せん。

問＝西日本高速道路㈱

1０１２０－８７－１６２０（工事専用

フリーダイヤル）

大山崎俳句会（超結社俳句会）

とき＝５月２日r

13:00～ 16:30

ところ＝大山崎ふるさとセンター

会費＝半年1,500円

※５月２８日p 花背吟行会

問＝川嶋　1０９０－４３０７－５１４９

１歳半から就学前まで

○〔ふるさとの歴史シリーズⅠ　地域

史とは何か ～今を生きる者がふる

さとの歴史を学ぶことの意義～ 〕

とき＝５月１９日u 13:30～15:30

対象＝京都府民（成人男女）５０名

※先着順

保育＝ありません

ところ＝いずれの講座も、ふれー

る・京都府立婦人教育会館

受講料＝いずれの講座も無料

申込＝ TEL・FAX または E-mail

で次の内容をお知らせください。講

座名、住所、氏名、電話番号、年代、

保育の有無

問＝ふれーる・京都府立婦人教育会

館　1９５５－６９４１

FAX９５５－６７６８

E-mail :fujinkyoiku@pref.kyoto.lg.jp

　小二だった私　あれから４０年、町も少�
し変わりました。最近我が郷里大山崎の�
表情がcool downぎみなのが気がかりです。
早く元気を取り戻してほしい‥‥�
　ここで４０年もお世話になっている一企�
業人、一大山崎人として個人的なことで�
恐縮ですが、私は町内で入手できるもの�
であれば、たとえ僅かなものであっても、
できるだけ町内で購入・消化還元させて�
いただこうと思っています。�
　時を要するでしょうが、巡り、回って�
町や未来の子供たちのもとへ贈り物を届�
けることができると思いますので‥‥�

次号へつづく�

本社工場：下京区七条通七本松東入上る�

早く元気になってね、郷 里 さん！�
おとう�

おかあ�

広報「おおやまざき」へ広告を出してみませんか？
■「広報おおやまざき」の発行概要
発行日 毎月１回（年間１２回）原則１日に発行　発行部数 ６,５００部
配布 町内全世帯および事業所、公共施設

■広告の規格、料金
規格 縦７センチ×横５.５センチ　モノクロ　料金 １ヶ月５,０００円。
３ヶ月１単位。

■申し込み
町所定の「広告掲載申込書」に記入し、原稿を添えてお申し込みくださ
い。内容を確認のうえ、掲載を決定します。
申し込み締切は、掲載希望月の２カ月前の月初日。
申込・問＝町政策推進室秘書広報グループ　1９５６－２１０１（内３１２、３１１）
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門
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向
　
史
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ふ
み
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き
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久
保
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有
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（
３
月
中
受
付
分
）� 大 山 崎 町 の 面 積 　５．９７k㎡�

大山崎町の推計人口　（前月比）�
総　数 １５,０３６人 （－４４）�
男　性 ７,３９３人 （－５）�
女　性 ７,６４３人 （－３９）�
世帯数　 ５,８０２世帯 （２８）�

２００７年４月１日現在�
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）
青
木
　
芳
枝
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（
東
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）
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先
月
号
「
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中
、「
未
来
へ
羽
ば
た
き
ま
す
」
の
記�

事
の
中
で
紹
介
し
た
宮
本
明
宣
君
は
、�

宮
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の
誤
り
で
し
た
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の
う
え
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。�

お
詫
び
と
訂
正�

みんなの伝言板�
ゑげれすいろは

～版画家・川上澄生展～ 開催中

期間＝開催中～６月１７日O

10:00～ 17:00

休館日＝毎週月曜日（月曜日が祝日

の場合、翌火曜日が休館日）

ところ・主催＝アサヒビール大山崎

山荘美術館　1９５７－３１２３

大山崎ジュニアバドミントンクラブ

小・中学生会員募集

とき＝原則として月４回土曜日

9:00～ 12:00

ところ＝町体育館

内容＝基礎トレーニング・バドミン

トン練習・練習試合・公式戦出場な

ど

会費＝月８００円

問＝野村　1９５５－０８２０

山桜会のご案内

①行き先＝八幡流れ橋・四季彩館・

伊佐家・背割堤（約１０キロ）

とき＝５月８日q

集合＝阪急大山崎駅　9:00

②行き先＝西山キャンプ場・子守勝

手地蔵・十輪寺（約９キロ）

とき＝５月２５日t

集合＝阪急長岡天神駅　9:00

※①②とも雨天中止

問＝福田　1９５７－０４１８

返信表面＝住所、氏名（返信裏面は

白紙）

※お申込みはお一人1通。

締切＝５月９日r

問＝京都サンガＦＣ企画部

春の天王山ウォーキング2007

とき＝５月２６日u

集合＝大山崎ふるさとセンター

9:00 ～ 10:00（受付後、順次ス

タート）※荒天中止

Ａコース＝「天王山山麓コース（約

７㎞）」解散16:00頃

Ｂコース＝「天王山登山コース（約

７㎞）」解散16:00頃

参加費＝大人３００円　中学生以下無

料（大山崎町歴史資料館入館料およ

び宝積寺拝観料。ガイド無料。保険

料は含みません。）

持物＝弁当・水筒・雨具など

申込＝ハガキまたは FAXで、住所、

氏名（ふりがな）、年齢、性別、電

話番号、参加人数、希望コース（Ａ

またはＢ）を記入のうえ、５月１７

日s（必着）までに下記まで。

問＝大山崎ふるさとガイドの会

1・ FAX９５２－６２８８

〒 618-0071 大山崎町字大山崎小字

竜光３番地　大山崎町歴史資料館内

（荒天時の問い合わせ＝松本

1９５６－３４３３）

みんなでクリーンハイクしません

か！

毎年６月の第１日曜日に“山から

ゴミを一掃”する活動をしています。

とき＝６月３日O ※雨天中止

集合＝ JR山崎駅前　10:00

コース＝ JR山崎駅～椎尾神社～十

方山～小倉山～小倉神社

持ち物＝弁当、お茶、おやつ、雨具、

タオル、軍手

主催＝西山ハイキングクラブ

問＝上出　1９５６－６８１１

京都サンガ FC西京極ホームゲー

ム御招待

ゲーム＝５月２３日r

19:00キックオフ

VS愛媛 FC（変更の場合あり）

対象者＝大山崎町字円明寺地区在住

の方５０組１００名（抽選）

※字大山崎、字下植野地区在住の方

につきましては、次回以降のご案

内になります。

席＝ホームゴール裏自由席　

申込＝往復ハガキでお申込みくださ

い。（ハガキ１枚につき、２名様ま

でご招待）

住信表面＝〒 610-0102 城陽市久世

上大谷８９-１

京都サンガFC「大山崎町ご招待」係

住信裏面＝氏名（ふりがな）、年齢、

性別、住所、電話番号、メールアド

レス
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5月11日～5月20日�
～大山崎町交通対策協議会～�

『京の道　行きかう笑顔で  事故防止』�
春の交通安全運動�

役� 老� 体�

公� ふ� 歴�

カレンダー下の休業・�
休館日のお知らせは�

＝役場　　　　＝老人福祉センター　　　　＝町体育館�
＝中央公民館　　＝ふるさとセンター　　＝歴史資料館�

� �

編集・発行　大山崎町役場政策推進室 〒618-8501 京都府乙訓郡大山崎町字円明寺小字夏目３番地�
 1（075）956-2101　FAX（075）957-1101�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール：koho@town.oyamazaki.kyoto.jp

印刷　㈱みのる印刷�

町税などの納付は、便利で安全な口座振替をご利用ください。�

今月の納付�

道路側溝の泥の収集�
　町内一円　9:00-17:00�
　前日までに町まちづくり推進室へ�
飼えなくなった犬・猫の引き取り�
　町経済環境室　8:30-10:00�
 （毎週火曜日、但し祝日は除く）�
ふれあいいきいきサロン�
　円明寺ヶ丘自治会館�
　13:30-15:30

ふれあいいきいきサロン�
 （外出レク　要・申込）�
　なごみの郷�
　11:30-14:30頃�
長寿会連合会総会�
　長寿苑　10:00-15:00

春の全国交通安全運動街頭�
キャンペーン�
　阪急大山崎駅前　7:30-�
　JR山崎駅前　8:00-

※学校開放（体育館・運動場）�
　大山崎小・第二小　8:30-12:00�
いきいき朝市　円明寺脇山広場　9:00-売切れ�
「野菜特別市」�
乙訓地方中学校吹奏楽部演奏会　長岡京記念文化会館　13:30-�
合気道ひろば　町体育館　10:00-11:30�
わくわくサダデーナイト　町体育館　18:00-20:00

交通安全体験セミナー�
　長岡自動車教習所�
　10:00-15:00

消費生活相談（無料）�
　役場1階相談室�
　13:30-15:30

映画鑑賞会（60歳以上対象）�
　長寿苑　13:00-

暮らしと事業の行政相談�
　役場1階　13:30-16:30�
健康相談（60歳以上対象）�
　長寿苑　10:00-11:30

心配ごと相談�
（福祉・子育て・行政・人権）�
　なごみの郷相談室�
　13:30-15:30

※学校開放（体育館・運動場）�
　大山崎小　8:30-12:00�
いきいき朝市�
　円明寺脇山広場　9:00-売切れ�
わくわくサダデーナイト�
　第二大山崎小　18:00-20:00

心配ごと相談�
（福祉・子育て・人権）�
　なごみの郷相談室�
　13:30-15:30

※学校開放（体育館・運動場）�
　大山崎小・第二小　8:30-12:00�
いきいき朝市�
　円明寺脇山広場　9:00-売切れ「夏野菜特別市」�
合気道ひろば　町体育館　10:00-11:30�
わくわくサダデーナイト�
　第二大山崎小　18:00-20:00

ゴミゼロ運動�
　町内一円　8:45-

健康相談（60歳以上対象）�
　長寿苑　13:30-15:00

心配ごと相談�
（福祉・子育て・人権）�
　なごみの郷相談室　13:30-15:30�
府一斉シートベルト・チャイルドシート�
着用推進活動�
　役場前　15:00-16:00

※学校開放（体育館・運動場）�
　大山崎小・第二小　8:30-12:00�
いきいき朝市�
　円明寺脇山広場　9:00-売切れ�

道路側溝の泥の収集�
　町内一円　9:00-17:00�
　前日までに町まちづくり推進室へ�
飼えなくなった犬・猫の引き取り�
　町経済環境室　8:30-10:00�
 （毎週火曜日、但し祝日は除く）�
ふれあいいきいきサロン�
　なごみの郷　13:00-15:00

ふれあいいきいきサロン�
（外出レク　要：申込）�
　円明寺ヶ丘自治会館�
　11:30-14:30頃�

桂川・小畑川水防事務組合�
水防訓練�
　淀大橋下流　9:00-

大山崎町消防団水防訓練�
　五畝割桂川堤防　9:00-

＝休�

国民年金保険料　４ 月 分（５月３１日sまで）�
固 定 資 産 税　全期・第１期分（５月３１日sまで）�
軽 自 動 車 税　全　　期（５月３１日sまで）�

役�老� ＝休�歴� ＝休�歴�

＝休�役�老� ＝休�役�老� ＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�公�ふ�歴�体�

＝休�ふ�歴�体�

＝休�公�ふ�歴�体�

＝休�公�ふ�歴�体�

＝休�公�ふ�歴�体�

＝休�公�ふ�歴�体�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

＝休�役�老�

みどりの日� 子どもの日�憲法記念日�

図書室休日�


